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☆フラッシュ（特許庁人事異動） …………… ⑾
☆著作権法を考える
　〜判例と著作物の利用・保護について〜 ⑴

１．はじめに
著作権法という概念は、印刷技術の発明により、

文字の著作物を無秩序に複製することを規制しよう

と生じたものである。歴史と共にその保護範囲は拡
大し、現在では文芸、学術、美術、音楽はもとより、
プログラムや工業製品にも保護が及ぶ。

著作権法を考える著作権法を考える

 株式会社クリオ　取締役
弁理士　アートディレクター

松本　直子

～判例と著作物の利用・保護について～

　筆者は広告制作に従事するアートディレクターであり、弁理士である。長年、キャラクターに関する
業務に従事している。
　クリエイターとして著作物を創出する者でもあり、キャラクターを利用する利用者側に立ってアドバ
イスをすることもある。そこで著作者と著作権者、利用者のそれぞれの立場から、著作権法の、今とこ
れからについて考察を試みようと思う。


